『むかしばなし』の言語位相について by 深井 一郎
こ
こ
に
取
り
あ
げ
た
「
む
か
し
ば
な
し
」
は
、
昔
噺
の
謂
で
は
な
く
、
只
野
真
葛
と
い
う
女
性
の
手
に
な
っ
た
六
巻
の
書
の
名
称
で
あ
る
。
本
書
は
、
「
日
本庶民生活史料集成・第八巻」（三一書一房）に複刻されている。解題
は同書二七九頁に詳述されているので省略する。
本書をここに取りあげたのは、その語学的な側面（表記・語法・
語彙など）と、それを質的に支えるものとしての著者の教養との間
に、或種の矛盾を感じたからである。わが国において、一般的には
高い教養を有する人士の手に成る文書は、極めて強い伝統的な規範
性に貫かれているのが通常である。口頭語と文章語の分離を来して
以来、その差はそれぞれに時代を反映して差異を持ちつ上も、両者
の距離は広がりこそすれ、決して接近することはなかったと言えよ
う。この一般的な傾向の中で、私たち日本語の歴史を跡づけようと
す
る
も
の
は
、
わ
ず
か
に
異
質
な
も
の
と
し
て
点
在
す
る
日
常
語
の
記
録
や
、
それに近い表記を意識的に又は無意識にとった文献を探し出すのに
苦慮しなければならないのである。教養がなければ書記しえず、書
記する能力を身につければ、それのもつ伝統的な規範性に押されて
自由な日常的な口頭語の実相は消え去ってしまう。この宿命的とも
云いうる関係において、文献の位相は、著者の社会的地位に密接に
関
聯
す
る
そ
の
教
養
に
左
右
さ
れ
る
と
い
う
一
般
的
な
傾
向
は
認
め
ざ
る
を
え
ない。
『
む
か
し
ば
な
し
』
の
言
語
位
相
に
つ
い
て
本書にもられた内容を、解題に従って掲げれば次の如くである。
巻一、母の生家桑原家、父の養家工藤家、父の生家長井家の事。
巻二、桑原家の由来、父の名声と一家の盛衰、オランダ文物の渡
来、同胞の事。
巻三、仙台鋳銭、公儀御年寄女中、諸大名との交際、明和九年の
大火の事。
巻四、芝居の話、世間話（船の怪談、柔道の師、鑓使いと俳優、
外科医の失敗、青木昆陽・村田春海、医師の禍いと牢破、
養蜂）
巻五、歌の徳、筋約家、川村瑞軒、蝦夷開拓の建策、士鼠の悪戯
真珠尼、狐の悪戯、人を助けて助けられる、刈屋城の化猫
松平出羽守の遊興と化物茶の湯、仙台話（大力者、細横町
の化物、怪物退治、狐遣いの和尚）
巻六、世間話（劔術の伝授、竜とう、狐退治、成金者の生活、遊
女の話、影の病、養子の娘嫌う事、惣八散、細川侯の母人
・小便女、三吉鬼、山女、狼に喰れ允話、賭博と賊、遊女と
化物、仇討、角力取、俳優と和歌、奇しき珠）
藩医という地位にあった父、工藤球卿は非常に交際範園が広く、
二間間口の常々たる玄関には、諸大名方からの進物が贈られ、座右
にはいつも千儒箱が積まれてあり、これを持ちあげられる者に与え
深
井
郎
１０２
ろと言っていたという豊かな家であったという。又、その家庭は、
諸大名方から奇士と呼ばれる者や賭博の徒に至る者までも出入して
おり、社会の縮図を写し出していたとも云える有様であったという。
宝暦十三年（一七六三）江戸の地に生まれ、このように人の出入
りのはげしい家庭に育った彼女の、身につけた言葉や教養が、当時
の江戸のそれではないという立證は極めて困難であろう。十五、六
才の時、文章をかき村田春海から推称され文才を認められたという
記事も、その教養の度をうかがわせるものである。また、その後十
年余を、井伊家に御殿奉公し、大名生活の奥向きに通ずる見聞をひ
ろめている。以後十年余は母に孝養をつくし、弟妹をいたわり、家
事に専念し、ようやく三十才代後半の年令に結婚するという経歴を
持っている。相手は仙台藩一千二百石江戸番頭の只野伊賀行義であ
る。その奥方となって、はじめて、はるばる江戸を離れて仙台の地
に移り住むに至る。以後文化九年（一八一二）夫に死別し、文政八
年（一八二五）の没年まで仙台の地を離れることはなかった。
当時にあっては、新しいものを受け入れる唯一の窓口であった医
学の家に生まれ、一般に教養ある婦女子の到底ふれることのなかっ
たオランダの書物や風聞にもふれる一方、奇人才子から市井の徒に
いたる広い人物の来訪を日常的に受け入れていた家庭の中で成育し
た著者の教養が、極めて一般に比して高く広いものであったことが
うかがわれよう。又、十年余の大名家奥女中の勤めも、決して生半
可な教養で動まるものではなかろう。本名綾子を名乗らず、ペンネ
ーム真葛を名乗って文章を綴るだけの力量と自負を持っていたのも
当然と言えばいえるであろう。
さらに、もう一つ注目しておくべきことは、彼女は三十才後半と
いう年令に達するまでは、江戸に住み、その地を離れていないこと
である。仙台藩医の家に生まれたとは云え、当時一流の知識人の家
であり、小社会とも言うべき程の多種多様な人士の日常的な出入を
もった家庭に育ち、その後大名奥向きの勤めを含めて三十数年間、
彼女の言該形成期は、やはり江戸という地の規制の中で考えるしか
ないのではなかろうか。成育した家庭が仙台藩医とは云え、すでに
二代にわたって江戸に住んでおり、系譜の上から見て、家中の者の
多くが仙台出身者とは断じがたい。その家庭内での言語生活が、東
北仙台の言葉を十分に温存したと推定する材料は乏しく、かえって
医学の家・広汎な交友・江戸在住期の長さなど、言語生活の実態は
江戸語のそれであったろうと推定する方向に材料は豊富であるよう
に思われるのである。
著者が仙台の地に移り住んだのは、三十才後半であり、以後六十
三才で没するまで仙台に住んだとは云え、此の書の著作時代、文化
九年前後は、まだ四十九才前後であり、仙台住十数年という状態で
ある。歌、文章をよくし、内外の文化に親しんだ才気ある著者にと
って、東北仙台の風物・習慣のみならず、言語に対しても、おそら
くは十分な注意を払ったであろうことは理解しうるところである。
しかし、此書の中には、とくに言葉を取り上げて記した個所はみら
れない。風聞・事実・噂など詳細に記し留めながら、言葉に関して
特に取り上げて記すことをしていない。ただ、全く無関心なのかと
言えば、決してそうではない。それは、序に当る個所において、次
のように記しことわっている点でも知りうるであろう。
桑原家のことより書出しはもはら故母様のことをいはんためな
り。御様などの字わづらはしければおほくは略す。私にはわを
印とす。
記事表記の上での但し書きである。主筋に当る人物については、
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此書において、一般的に仮名遣は正しく歴史的仮名遣に従ってい
ろといえよう。ただ、次に掲げる諸例は、それが仮名道の問題とす
べきか、音韻の問題と考えるべきかという点はあるが、ともかく、
正常な表記とは見られないものである。
側１、一生御奉公せんといひて其御殿へ上りしを、家娘故加左エ門姉
分にして、うやまへたりしに、ねだりごとや気ままはいひ次第
にて．…・……・
（三四五・上）
２、ましてよわよわしき母様御かんがくのため御いとま戴度とおも
概ね「様」の敬称を附しているが、身内の人☆には殆ど是を省略し
ている。また、自分の呼称を「わ」とする旨を併せて記し留めたも
のである。幼い妹に対して、知らぬ父母の古い昔の事を書き記すと
いう私記なるが故の省略した表記と見られるが、内容の総体から見
て、必ずしも単に妹のみを相手に書き送る文章とは思われず、おの
れの過去の見聞の中、目ぽしいものを選び集めて記し留めるという
性質に広がっており、不特定多数を一応想定した著述の性格をつよ
めていると見られる。右の文章も、その為に感ずる矛盾を意識する
が故のことわりと考えられるのである。文章を書くという一般的な
教養の制約を十分に熟知しているが故に、それをはずれた表記の部
分を、殊更にことわらざるを得なかったのである。
以上述べて来た著者只野真葛の生い立ちの略歴と、その身につけ
た教養のあらましをふまえて見るとき、このあと記すいくつかの言
語上の問題は、やはり、或種の矛盾と見ざるを得ないのである。
一、音韻の面に見られる問題点
へたりし。
（三○一・下）
５、三年已前伴五郎に及ざりしをくやしく恩ひし故、わざわざ年毎
に受にいたりて試しなり。今飛事を得ておもゑ晴たりとて去し
とぞ。
（一一一一一三・上）
４、父様仁はてうど其時分用ろによいほど学文被成し故、別だんな
る了簡と人おもゑしなり。
（一一三八・下）
５、かかる時おもゑぞいづろ大江山ゆくのの道のとほきむかしを
（三二八・下）
６、父様をば田沼時代の人は大智者とおもゑて有しとぞ。（三一一一○・上）
７、是は此人のばぱなどのしきりに逢度おもゑて死せしならん、に
くしと思ふにはあらねど、
（一一一三二・上）
８、其時わしがしねば今日が七年忌とおもゑますから、其人の為に
ゑかふ仕主すと語しを、
（一一一三一一一・下）
９、五日六日有ておもゑめぐらすに、かく聞伝しととのむかしがた
りを書とめよノーとつねにいはれしを、（一一一三四・上）
ｐすらノーとあゆみいでて座に着せられしをみれば、繩をといて
くれし飛きやくていの物とおもえし人なり。（一一一三六・上）
ｈ、しぼり首きられんはむねんのいたりとおもへ、其夜……ふろや
をぬけて出たりしが、
（一一一五三・下）
枢、村方の役人とかつとめし人に佐藤浦之助といへしもの、小ひょ
う
に
て
大
力
の
や
は
ら
と
り
に
て
有
し
が
、
（
三
五
四
・
上
）
旧、むかし壱人の男、木曾路を江戸のかたへおもむけて下りしに、
（二九五・上）
側、身をからくして金をため引込し時は、もとの如くとり戻してあ
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卯
、
ど
う
ぞ
つ
れ
立
ご
ざ
っ
て
、
あ
の
女
の
と
り
あ
つ
か
へ
ぶ
り
を
見
て
被
下
とは逢度にはす上める事、
（三四八・下）
幻、下着とうらは、ひぢりめんに金糸銀糸にてものをぬへたるを
被遣し。
（三一一・下）
皿、橘りう庵様には、くわ原家内年ノー年始ふるまへによばれしが
其時いつも母様も御よばれ被成るれど、
（三一六・上）
路、あのかたへも茶湯ふるまへに度☆よびて有し・（三四四・上）
別、ば蟹様もむかしはやり好成しが、余りよいことでは有まへとお
ぼしめすかほ、
（三一一一・下）
路
、
一
と
間
へ
通
り
容
子
見
て
薬
法
を
閏
、
夫
で
は
行
ま
へ
附
子
ざ
ノ
ー
と
云
を間アム附子はいやだと病人小声にいひしを、（一一三五・上）
右二五例は、いずれも川↓ｕという音韻上の性質をもっている。
こ
れ
ら
の
中
、
１
．
個
・
旧
・
帖
・
灯
・
Ｐ
・
皿
・
皿
・
妬
・
別
・
妬
の
例
は
１９
、
１８
、
１７
、
１６
、
１５
、 りしと常に語し。又戈をつと道ひ果して仇剣刈１息子も父に似
たる者にて、
（一一三七。下）
又江戸へ帰しが、行来に貯金つかへはたし、一銭なしにて高輪
に
手
を
組
て
浪
の
よ
り
く
る
を
見
て
ゐ
た
り
し
が
、
（
一
一
三
九
・
上
）
そこら見廻せば、石垣を伝へて若き夫婦と見ゆる人ひそひそ咄
してゐるを見つけ、
（一一一一一一三・上）
是もりちぎ物にていそがしき時は手つたへに来りしが、すきや
町へ引として後、一度たづねて来りしこと右し。（三一五・下）
所の者の行かふに御とへ被成しかば、けふは天気が能から毛む
し
共
が
ぬ
け
か
は
り
ま
す
と
こ
た
へ
し
ぞ
。
（
一
一
三
二
・
下
）
幸ふろの立てあれば、先いられてよとてすぐに湯どのへ伴なへ
行
、
其
湯
ど
の
結
構
申
斗
な
し
（一一一三六・上）
２
此
ほ
ど
御
ほ
う
ぴ
に
ほ
こ
り
て
大
な
く
あ
つ
ら
い
上
で
こ
し
故
、
ふ
る
な
べ
は
行
通
の
ぢ
か
ね
か
い
に
う
り
て
あ
り
し
が
、
（
二
九
六
・
上
）
ろもし旦那を戈と起す故、何だといひば舟頭舟がうごきません。
旦
那
ど
ふ
し
た
舟
頭
あ
れ
を
ご
ろ
ふ
じ
ま
せ
（
三
一
一
一
・
下
）
４
養
家
親
は
隠
居
し
て
、
其
身
の
う
へ
妻
子
も
有
し
に
、
前
町
の
う
り
女
に
入り上げ、當番下りに相ばんの人の刀をぬすみ（三○一一一・上）
５、其庭に有ししだれの八重ひどふ見事成しを、ぱ上様隠居ふ幸の
時分かたみに御もらひ、うゑられしが、うゑかひ時あしく、つ
１（Ｂ 湯沢幸吉郎氏の「江戸言葉の研究」において、次のように説かれて
い
る
も
の
と
同
質
の
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
○あんばへがわるい。
○エムぞんざへな野郎だぞ。
○吉原の心底方よりまへシた玉章を……………
○かたへ事もれへじゃァねへか。
○そりゃァむりだ、出来もしなへ物を、
○ナントそれも当世じゃァ有るまへかね。
○
ゑ
上
と
い
Ｌ
た
へ
が
…
…
…
○ろうがへ病に万歳をみせたよふに、。・・・・…・…
床上にくそまで仕ちらし、ちくせうをかひたるてい御らんぜよ
と
て
は
ぢ
を
あ
た
ひ
し
と
間
ぞ
こ
上
る
よ
き
し
か
た
な
る
。（三四七・下）
江戸言葉ではア列音に附いたイがエになり、反対にエがイにな
ることがあり、またオ列音に附いたエがイになることがある。
「アイ」の音を「アエ」の音にしたもの
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かざりし。
（三○七・下）
６、此人一代をどけものにて、打向ひばおのづから人に笑をふくま
せしとなり。
（一一一二八・下）
７、いや〆が仕たことならそふはいひません。養けんがうろたひ
たことをするから、夫でそふいひました（二八五・上）
８、其三本の木とこなたの日さし戸に物ほしさほを懸たりしを、
おもひば庭の間数しらる。
（三○七・上）
９、魚屋と云ものは大きにまうけたりと思ひぱ、片々よりは芝居は
やり役者に幕をやるの、いや角力取に・・………や（一一一二四・上）
伯、かの見分なり、二千の数を千にてすますはさる事ならずとおも
ひども、さきのきの毒さに無言にて……………（一一一一一一○・上）
制、何にても食たる物を吐んと思ひぱ、心に随てはかれしとぞ。
（三一一一七・上）
枢、あのねい人を打すて度おもひども、年老たれば、かれに及びが
たきをはかる間に、らうノーの身と…・・…・……（一一一五一一一・上）
旧、家中をさがしなどしてさわぎしが、元より□ｕ引川事なれば、
いづくにかあらん
（三一一一○・上）
仰、是は父様、外より御聞被成て御はなし成しが、あまりｑｕ引川
過たるやうなり。
（三一一一一一一・下）
恒、其元の為三度五度やしきへ通ひ、漸く成難き事をこしらいしに
余りしき事なりとはら立ば、
（一一三五・上）
仏、木にて魚の形をこしらい、竹ぐしにさしてみそをぬりて焼置、
みそ斗くひて、
（三二九、上）
〃、何をうか蟹ひても行つまらず、のびノーとしたるよふなりと、
御こたひ被遊し。
（三○五・上）
佃、門を出る比より其腹痛裏口引刷がたく、やうノー床へはひ入し
が、
（三一一五・上）
仰、鬼王酒好にてしきりに羨しがりて咽ずを引をかしみ有。こらい
兼て、わしもちと被下と云ば、
（三一九・下）
印、家居のけつかう、酒はあまから二樽づ上常にたくわひ、百樹と
いひしいせ人は若旦那とて、
（三五一・下）
別、されど今のよふに煮こり物など、たいてなき世ゆへ、漬物さへ
めづらしかりしなり。
（一一三九・下）
皿、其内壱人の。刺凹は、あたをねらう身なれば、常にさしておも
しと思ふほどの刀をさして居たりしとぞ。（三五一一・下）
路、願所とて、悦て取物もとりあいずいそぎ駕に乗りて出しに
（一一一三六・上）
皿、此こたいめうなる事とうかかひし。
（三○六・下）
路、さかいかきは、わり竹にて夫に付てひといの山吹をひしとうへ
て有し・
（三○七・上）
必、まづことばをかけてみむとおもひて、姉どこひ行と問へば、う
ふ上とかいふ様にこたへしが、
（三四二・上）
以上二六例は、いずれも㈲↓いという音韻上の性質をもっている。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
１
．
２
．
５
．
６
．
７
．
旧
・
側
・
旧
・
伯
・
〃
・
伯
・
杓
・印・幻・皿・困・四・％・の十八例については、前掲書「江戸言
葉の研究」に記された左のものと同質のものかと思われる。
江戸言葉では、ア列音に附いたイがエになり、同州刑剴剣酬刊個
なることがあり、またオ列音に附いた二がイになることがある。
「アユ」の音を「アイ」の音にしたもの
○
お
ま
い
ざ
ん
、
ま
だ
他
人
ら
し
い
こ
と
ば
か
り
お
い
Ｌ
な
ん
す
。
○
ナ
ン
ノ
か
い
る
く
い
、
か
い
る
く
い
と
た
つ
。
○くろはぷたひの袷、黒ちりめんのはをり、
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○
む
か
ふ
で
ゆ
ぴ
を
く
わ
い
て
逃
る
わ
な
。
○マア｜ぶくお上ンなさい、今にお茶を椿いますから。
○それ劃Ⅲひどい工面でいきやした。
○
あ
ん
ど
ん
イ
手
習
を
す
る
そ
う
だ
の
。
○孫左門衛と云ふ百姓のもとひよしありて禅僧の来たりけるに、
また、８．９．伯・例・枢・班の六例は、同書の次の記載と同種
の
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。
「オエ」の音を「オイ」の音にしたもの
○
か
ご
の
し
ゆ
、
こ
ひ
か
け
て
は
や
め
ま
し
や
う
ぞ
。
○
草
履
取
の
八
助
は
、
さ
て
ノ
ー
も
の
お
ぽ
ひ
の
よ
い
男
。
Ｃ１、笹のはへみつをつけたるをもちて行てはちのおる所へ出せば、
夫
に
一
と
ぴ
う
つ
る
を
も
ち
て
か
へ
れ
ば
、
の
こ
り
は
し
た
が
ひ
て
付
加
へりくるとぞ、
（三一一七・上）
２，世は田沼大しょくの人々、無学もんもうにて、ことのよしもあ
ぢ
は
へ
ず
、
寺
の
こ
と
は
寺
を
た
の
め
と
か
た
む
け
て
、
此
事
い
か
蟹
と
増上寺へ御そうだん右しとぞ。
（三○五・下）
５，しからぱむづかしながら其時のうり上帳を少し見度事有といひ
し
か
ば
、
や
す
き
こ
と
と
て
取
い
だ
し
み
せ
し
に
、
か
ひ
や
く
の
か
な
し
さ
は
か
く
し
と
す
れ
ど
お
の
づ
か
ら
ぷ
ん
り
よ
う
あ
り
ノ
ー
と
し
る
し
有
しとぞ。
（三四六・上）
４、けく、しらぬ顔して居た方がいくらましかしれず、ざ様のおも
く
る
し
き
心
か
ら
、
い
く
ら
入
ち
ゑ
し
て
も
か
け
合
後
手
に
斗
な
り
て
公
事にまけ、らう死せしぞふびんなると御はなしなり。（三四九・下）
５、彩色殊に上手成し。十一にてはあれほどには覚ゑまじ。
（三一一一一。下）
６、父様の袖を引て是そんなにあくそくとかせいで斗くらすといふ
は
や
ぽ
だ
ぜ
、
あ
す
ば
れ
る
だ
け
は
遊
ん
で
く
ら
す
が
と
く
だ
、
な
ど
上
わるぢえつけるが得手物、夫もそうかと………（一一一一二・下）
７、おりつはそなたのうば成しが五つまでは年きの内なるを、母様
に手を習、縫物をならひして一通どこへ行てもよきほどにおぼ
ひると四の年むりいとまとりて下り、
（三一五・上）
８、おもへば廿日斗先に地ほはらってやけしあとなり。（三五一一・下）
９、食は人の命をつなぐ為のものなり。つゐをかけてさいをまうけ
むりにくふにおよばず、さいがなくてくわれずば、くわずにを
ればよし。
（三○二・下）
扣、無懐であそぶよりおれが処へよって茶ぞけでもくった方が、と
くであらふとす上められ、
（二九○・下）
以上の諸例は、音韻的には次のように見られる。
１
．
２
は
、
α
↓
ｅ
５
．
７
．
９
は
ｕ
↓
。
Ⅱ
４・佃は、
ｕ
↓
ｏ
５は、
ｕ
↓
ｅ
６は、
ｅ
↓
ｏ
６は、
ｏ
↓
ｕ
８は、地歩の仮名書きとも見られるが、地をの助詞「を」が、
「ほ」と表記されたかとも考えられる。助詞「を」については、他
に「お」の表記は見られるが、「ほ」の表記と考えられる例は見ら
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れない。また、２の例は、「あぢはへる」として下一段可能動詞と
見れば問題はない。これらの諸例は、四・日のように統一した性質
ではない。いわば、山・日以外のものという意味で一つの群として
整理して見たものである。
以上、これまで凶５１↓ｅ二五例、日ｅ↓ｉ一一六例口
その他十例と三つの群に分けて例をあげ、若干の説明を加えて
来た。音韻的に見て特徴あるものが、これで総てではないし、右に
あげた項目に類する用例も、確実に以上の通りであるかどうかは、
著者の自筆本で調査した上で云うべきであろう。今使用しているの
が写本の複刻である以上、あまり厳密なことは云えないわけである
凶・回の項で、それぞれ「江戸言葉の研究」に記された例文を示し
て、それが江戸語の性格として説明しうるものであることを記した
が、側。日各項において、それぞれ残して来た用例、
凶……………２．５．４．５．６．７．８．９・伯・例・他・旧
．旧・別に見られるｉ↓ｅの群、
Ｂ
…
…
…
…
…
５
．
４
に
見
ら
れ
る
ｅ
↓
ｉ
の
群
、
この全く相反する「ｉ↓。」と「・↓ｉ」の現象ｌとくに「
思ふ」「言ふ」の二語において両現象の併存を含んでｌは、別個
の法則性によると認めることは困難であろう。またこれらが、江戸
語の特色であると考える材料は見られない。これを解くとするなら
ば、やはり、「ｉ＃ｅ」（中舌母音）の存在が、両用表記を取った
と見るのが妥当であろう。ただし、「思ふ」「言ふ」においては連
用形が、イ↓エであるのに対して、巳然形がエ↓イとなり、規則的
な対応を見せていることは注目すべきであり、単に、中舌母音の存
在のみで解決しない問題があるかもしれない。
ｐの項にあげた諸例も、１．２．５．７．９の現象は、中舌的
なアイマイな母音の存在と見ることが出来るのではないだろうか。
その中でも５．７．９の例は東北方言の特色と見られる。これは四
日に見られた「ｉ仲ｅ」の現象と共通する性格と見てもよいである
壱つ◎右のように、側・日・口の三群について、きわめて大まかな検討
を加えてみると、乱雑な言い方ではあるが、およそ二つの特徴的な
特性を見ることが出来そうである。すなわち、一つは江戸言葉の性
質であり、他は東北方言のそれである。此書の表記に現われた通常
でないものの裏に存する、著者の音韻的特徴として、この一一つの性
質を見ることが出来るのではないかと考えるのである。そこで、前
述の著者の生い立ち経歴と、その身につけた教養とを、ここで想起
し、右の事柄と関連づけて考えてみたいのである。仙台藩医とはい
え、すでに二代にわたる江戸住であり、きわめて社会的に交際の広
節囲な家庭に生れ、三十数年間、大名の奥向き生活十年余を含み、
江戸に育った著者は、三十才後半、はじめて仙台の地に赴くのであ
る。また、幼くして独立の意をもった著者は、文章の道においても
村田春海に推奨される才能をもち、大名の奥向きの勤めにあがるだ
けの教養を身につけ、さらには当時もっとも新しいとされた医学、
オランダの見聞にも触れていた女性であったし、その家庭には、奇
人才士と称せられる人から、市井の徒に至る広い階層の人灸の出入
する習慣がつ型いたというのである。この生い立ちと経歴から見る
とき、著者の内部に形成された言語の地域性は、やはり江戸と見る
のが一般的であろう。ただ、人の交流、文化風習の傅播や変移のテ
ムポが、現在に比してきわめて緩慢であったし、個々の家に温存さ
れる家風慣習が伝統に支えられる度合が、現在とは比較にならぬ程
度に厳重であったことは十分に考えなければならないであろう。し
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かし、その家庭という枠の中で、二代三代にわたって、出身地域の
言語の体系が保存されるということは、やはり困難な事と見なけれ
ば
な
る
ま
い
。
或
は
、
常
に
出
身
地
を
同
じ
く
す
る
仙
台
薄
内
の
人
交
の
出
入
とくに奉公人、乳母の移入が、そこに育つ子女に濃厚に言語的影響
を及ぼしていたと考えることが出来るかも知れない。一方、三十数
年にわたる江戸住の間に、彼女の内部に形成された言語の体系が、
江戸語のそれであると仮定するならば、此書に見られる東北的現象
は、三十才後半、仙台の上級武士只野家に嫁ぎ、はるばるはじめて
当地に下って以後、その内部の言語の体系に浸入した要素と見なけ
ればなるまい。言語体系の内部においても、最もその深奥部に位置
し、きわめて若年期に基本を形成し終わるといわれている音韻の部
面において、三十才を越して以後の浸入は、一般的には起こり得な
い
現
象
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
仮
定
を
採
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
著者の内部にある言語体系のもつ江戸と東北という二つの地域性
は、その生い立ちや経歴から十分に説明し難いとしても、現実に両
者が混在するという事実はいたし方のないところである。この地域
性と、著者の身につけた教養との関係を考えてみたいと思う。一般
的に言って、文字、文章にか上わる面における教養は、きわめて強
い伝統的な規範性に貫かれるのが通例である。日常的な言語活動や
思考、感情がどのように地域に密着し、風土へ習慣につよく規制さ
れた実態であろうとも、それが文字言語、文章表現という過程を経
過する際には、「文章とはかくあるべきもの」としての伝統的な規
範性に拘束されて了うのが一般である。此書の著者の身につけた教
養の質量を大まかに見る限りにおいて、この強固な規範性に十分束
縛
さ
れ
る
べ
き
要
素
と
し
て
考
え
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
此書は、総体として擬古文でか▲れている。さすがに、幼くして
文章の道に志をたて、早くも村田春海に推奨されたと言うだけあっ
て流麗である。とくに思い悩む心の中を書き記すという内容ではな
く、思い出や聞きとどめた面白い話、珍らしい話題が多いせいか、
文章の調子もきわめて快いものである。特徴の一つは、会話の部分
の中、次に掲げるような、いくつかの個所で、意識的に実態を記し
とどめる筆法を用いているところがある点である。
○
い
や
〆
（
人
名
）
が
仕
た
こ
と
な
ら
、
そ
ふ
は
い
ひ
ま
せ
ん
。
養
け
ん
が
う
ろ
た
ひ
た
こ
と
を
す
る
か
ら
夫
で
そ
ふ
い
ひ
ま
し
た
と
い
ひ
し故・……・・……．
（二八五・上）
○
父
様
の
袖
を
引
て
是
そ
ん
な
に
あ
く
そ
く
と
か
せ
い
で
斗
く
ら
す
と
い
ふ
は
や
ぼ
だ
ぜ
、
あ
す
ば
れ
る
だ
け
は
遊
ん
で
く
ら
す
が
と
く
だ
、
など上わるぢえつけるが得手物、夫もそふかと（一一一一二・下）
○さて先刻よりおひやの御むしんでござりますが、先年の大火
に
や
き
は
ら
ひ
ま
し
て
ご
ざ
り
ま
せ
ん
ｐ
女
中
一
と
う
お
や
お
き
や
う
実には、その強力に作用すべき伝統的な規制力の網を洩れて、きわ
めて顕著な根跡を残して了ったのである。この事は、一つには彼女
の身につけた教養に支えられた伝統的な規範性が、案外に脆弱なも
のであったのか、或は彼女の内部に形成された言語体系の地域性が
予想以上に強固なもので規範性そのものを突き破って顕在化したか
のどちらかに起因する以外にはないであろう。或は又、全く別に、
著者自体が、特別な意図をもって、あえてそれらの異常な表記を採
ったものであったのかも知れない。
二、語法の面に見られる問題点
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こ
つ
。
い
や
其
き
や
う
こ
つ
と
も
に
や
き
は
ら
ひ
ま
し
た
。
（二八六・下）
○
其
時
わ
し
か
し
ね
ば
、
今
日
が
七
年
忌
と
お
も
ゑ
ま
す
か
ら
、
其
人
の
為
に
ゑ
か
ふ
仕
ま
す
と
語
し
を
、
（三一一一一一一・下）
○所の者の行かふに御とへ被成しかば、けふは天気が能から毛
むし共がぬけかはりますとこたへしとぞ。抜て何になると聞せ
られしに、なまこに成ますといひしとぞ、（三二一一・下）
○
ど
う
ぞ
つ
れ
立
ご
ざ
っ
て
、
あ
の
女
の
と
り
あ
つ
か
へ
ぶ
り
を
見
て
被下とは逢度にはす上める事、ぜひなく左様なら参りませふと
て、つれ立有しに、
（三四八・下）
○
も
し
旦
那
ノ
ー
と
起
す
故
何
だ
と
い
ひ
ば
舟
頭
舟
が
う
ご
き
ま
せ
ん
。
旦
那
ど
ふ
し
た
舟
頭
あ
れ
を
ご
ろ
ふ
じ
ま
せ
、
と
い
ふ
故
へさきの方見れば、
（一一三一・下）
会話と思われる部分がすべて此の様な筆法で書かれているわけで
はない。共の中の量からすれば少い部分が、右のような筆致で記さ
れているに過ぎない。これらの個所から見られることは、明らかに
著者の意識に此書一般の筆記の態度と異なる何物かが存在するとい
うことである。文字言語の範囑を越えて、そこには具体的印象とし
ての音声言語の再現が見られる。著者の記憶の中から、鮮やかな印
象として、言語主体（話し手）のよみがえりと共に、その声音、身
振りが蘇生しているが故に、書記言語の相も自らきわめて具体的に
当時の音声言語の実態を写し出さざるをえなかったと考えてよいで
あろう。著者が、とくに会話なる性質を意識して、一般的に会話の
表現を創出したのではなく、その再現した印象の強烈さに惹かれて
自然に流れ出た筆法であろうと考えるのである。ただし、最後の例
などは会話主体が交互に示されるという表記法（文体）をとってい
る点は、会話文体の表記の上から注目されてよいであろう。
著者の意識の問題はともあれ、右の諸例に見られる会話部分には
「ます」「ござります」「だ」「から」など、此書一般には見られ
ない語法が見られる。これは文字言語・音声言語という差にとどま
らず、これらの語法の地域性にも問題がありそうに思われる。とく
に「だ」「から」が関東系・江戸語において特徴的であることは、
すでに知られているところである。
さらに、次のような特異な用法が目につく。
○
と
が
も
な
き
も
の
を
む
た
い
に
い
ぢ
め
ま
わ
す
故
、
と
り
さ
ゆ
れ
ば
まＬ母は妹のひいき斗して兄をあしくあたると、両親の手ま
へあしく成など上いふ様なことにて、日夜あけしき間もなく、
其内懐妊の男子半くる也。
（二九一一一・下）
○其頃半右エ門が弟のとら次郎二斗にてちのみ子なりし。石
井家に来りて、お秀のしんろう誠にあけしき間はなかりし也。
（二九四・上）
泗落本、滑稽本などに見える近世口語と考えられ、「あけしい間
がない」の形でしか用いられないと考えられていた語である。「あ
けしき」という文語系の活用形は、寡聞にして見なかった。本来的
に文語系の活用を有し、古くから存したと見るべきなのか、或は、
口語系の活用を、擬古文体のもつ規範性にはめ込んで文語的な活用
をさせたものか、今のところ判別に苦しむものである。同種のもの
に、○其
元
の
為
三
度
五
度
や
し
き
へ
通
ひ
、
漸
く
成
難
き
事
を
こ
し
ら
い
し
に
余
り
し
き
事
な
り
と
は
ら
立
ば
（
一
一
三
五
・
上
）
の例があるが、これも近世口語と考えられており「余り」を形容
詞に活用させたものと言われている。た堂し、これには、上杉家文
－１１０
書に「あまりしき」の文語系活用の例が見られる。しかし、此文書
も漢文調の強い候文体であるので、一般的とは言えないのではなか
ろうか。
○いか蟹せしことにや誰人の仕わざといふこともしれず、居宅
よりはるか遠くなる人もろくにかよはぬほそ道とやらに、
かねをぱ取て‐引可ｑ副割りたる雨のかたよりつちまでとほ
る程に、其身のさしたる大小をいきてつきとほしてすてＬ
有しとなり。
（三一八・上）
促音化・擁音化した接頭語が、関東、江戸語に多いことは既に知
られている所である。さらに、これらの傾向の系譜が奴言葉と密接
な関係をもつことも知られている。此書においては、右の例一ヶ所
にしか見られないが、女性の手になった本書に、この形が現れるこ
と自体が異様な感を与えるものであり、少いのも当然であろう。右
の用例も、いかにも芝居がかった場面描写であり、無頼の徒に近い
人の口の端にのぼった語り口を想像させる筆致である。
○
然
る
に
母
さ
ま
の
か
た
た
け
ひ
く
く
て
つ
ぼ
み
い
で
し
に
、
お
ぢ
様
の
な
は
木
つ
く
ろ
ひ
斗
し
て
花
さ
か
ず
、
お
れ
が
の
は
花
が
さかぬノーと被仰しを、
（二八二・上）
》いわゆる準体助詞であることについては問題ない。後者の「の」
については、すでに多くの例もあり取りあげる要はないであろう。
前者「な」は、これまでに全く見聞したことのない語形であり、と
りつくしまもない。しかし、当所における用法は、どう見ても準体
助詞と見る以外に方法はないようである。或は訓音、脱音などかと
も考えられるが、定めがたい。
○繩を解、是より此道をすぐにゆけばあかりが見えくし、其所の
主
は
ぢ
ひ
ふ
か
き
人
故
、
行
て
頼
ま
れ
よ
と
を
し
へ
行
過
た
り
。
（一一一三六・上）
○ふるなべは行通のちがわかいにうりてありしが、たづねべきや
う
も
な
し
と
て
な
げ
き
ゐ
た
り
し
と
ぞ
。
（
二
九
六
・
上
）
すでに早く「平家物語の語法」の中で山田孝雄氏は「見・ヘシ」の
形の存することを指摘しており、湯沢幸吉郎氏は「室町時代言語の
研究」において、二段・一段活用に接続する時には、
・
小
道
ヲ
上
シ
へ
蟹
キ
ト
（
論
語
抄
）
・大夫賢者一一ツヵエヘシ（論語抄）
・キル物……………ヒタリマニーーキペシ（論語抄）
・
心
ヲ
付
テ
見
ペ
シ
（
蒙
求
抄
）
の如く連用形につくと説いている。近世に入り、ミイ」の語形
をとる関東語にあっても、一段・二段活用には未然連用形に付くこ
とは例の多いところである。これらの語の用法が、一般的に音声言
語に近い表記に多く見られ、文章語としての意識度の高いもの（擬
古文など）には、やはり現われにくいという傾向をもっているよう
である。此書の中、「べし」の用法は多くない。一段・二段への接
続も終止形接続が存在する中に、右例の如く未然連用形接続が現わ
れているわけである。そこには、一般的な文章語としての規範性に
支えられた枠は存在しつミその規制からはみ出したものという性
格を右の例はもっていると考えざるを得ないのである。
○
私
が
わ
る
ふ
ご
ざ
り
ま
す
。
ど
こ
か
ら
き
た
か
ぞ
ん
じ
ま
し
な
ん
だ
、
わ
る
い
こ
と
を
い
た
し
ま
し
た
。
（一一一○三・上）
湯沢氏の「江戸一一一一口葉の研究」に次の記載がある。
「なんだ」は「ます」にもその未然形に附いて「ませなんだ」とな
る。・ものをも申ませなんだが、
－１１１－
・ヲャお出なさいまし、さっぱりぞんじませなんだ。
しかるにこれを「ましなんだ」とした例が多く、江戸ではむしろそ
れが普通であったようである。
。私も取ふとぞんじ……………手迄出したれど、取ましなんだ。
・私が何ともその挨拶が口へ出ましなんだ。
・はな紙をかくされるといふめに、久しく合ましなんだ。
・私やァさっぱりぞんじましなんだが、此間……………
ここでは、「ましなんだ」の語形が、江戸における普通の（日常
的会話の中、乃至はそれに近い文章における規範性をもった）形で
あったということを注意しておきたい。
○同人事は、老母御座侯が、孝子にて候得ば、内へ相入申まじ。
されど師弟のよしみを以て門口にて茶漬めしをふるまふほどの
事は致し申くし。夫より三里斗へだちて弟子の候が、金持にて
小馬鹿なる者に候へば、是が方に四五日滞留、身体を養ひて金
にても借り候は型、乍憧御手には入申剴ｕｕと申上しが、……
（三二六・上）
此書の中では、右の例のみである。湯沢氏の「室町時代言語の研
究」の中に、次の例をあげている。
・今コムーーイマメカシク次公力字ヲ引キコトモヲカシ上、又宋彦
材カコトヲ次公力引クコトモァルマシムイッレ邊一一彦材ノー字
ハ
ァ
マ
リ
テ
見
へ
タ
（四河入海・五ノー四八ウ）
・蚊ヲキリ虎ヲ刺ヤゥナル事〈我〈老テ無力程一一ナルマシム又此
ノ剣ヲ凧（官吏力帯牛侃犢ト云テシカルヘキソ（同書十二
ノー一一三八オ）
○築地のとの様と二人舟にのって出た所が、ちと早くて夜が明
やしなんだ、舟をかけてゐたら何だか舟のわきに付てゐやした
が………一一十間斗わきへ行やした。……………二人ながらおも
はず見たら女の死人ざ、少し夜が明やした。（一一一二一・上）
此書にあって、「やす」の見られるのは、右の例の個所のみであ
る。湯沢氏の「江戸言葉の研究」に次のように説いている。
「やす」は「やんす」ともいう。動詞の連用形に附いて丁寧の
意を表わす助動詞であって、「ます」とほとんど同様に用いら
れる。
用例としては次のようなのが見られる。
・おまへさんのおつしやりやした通りさ。
。おかみざん、お出でなさいやしたか。
。月次の御会に……………参られやしなんだ。
。わつちは……………御祝儀にもめへりやしなんだ。
さらに、同氏の「徳川時代言語の研究」の中では、次のように述
べている。
「やんす」「やす」は、遊女のロから話すのが普通であるが、
男達その他の男性も之を用いた様である。
以上、数例を取り上げて若干の解説をこころみたのであるが、こ
れらに見られる特性は、言語事実としては江戸語の特徴と見られる
ものばかりである。しかし、こ上に取り上げた諸例は、此書におい
てはいわば例外的な存在である。此書の総体は前にも述べたとおり
流麗な擬古文である。その中に、右にあげた数例が挿入されている
というのが実態である。一般的にこのような場合、それは著者にと
って、一種の珍奇さによる記憶と、それをその当時に記し止めてお
いた記録をもとにして、はじめて具体相を伴った写実性をもって記
述されるものである。しかし、本書の場合、おそらくは著者にとっ
て江戸語は自身の身につけた言語であり、記憶の中から蘇える鮮や
－１１２－
かな場面と共に、そのかっての場面に登場した話し手の語った言葉
自身も、単に記憶に支えられた再現ではなく、著者自身の内部に存
する自身の一一一一口葉としての江戸語の種々相に支えられて、きわめて鮮
明に具体的に再現されたものであろうと考えられるのである。
最初に記した如く、此書にもられた内容は大変豊富である。広い
見聞と一一代にわたる家系のそれぞれの人の事蹟や人柄やエピソード
と、とくに関連のない事柄が含まれている。その為に、此書のもつ
語彙の範囲も当然のことながら広い範囲のものである。今、ここで
此書の語彙の総体を記すわけにはゆかず、かと云って、どのような
分類の基準をたてることが、此書の語彙を総体として捉えるのに妥
当かについても、ただちに結論はえがたい。や上便宜的な感がない
ではないが、一応、一一一つの点を取り上げてみたい。一つは、当時の
女性としては身につけがたいと思われる教養度の高い語彙群。次い
で東北という地域性を色こくもっている語彙群。最後に、一般的な
文献にあまり見られない当時の生活的な匂いの強い語彙群。この一一一
つの語群から、特徴的と思われるものを数例宛取りあげてみたい。
側
教
養
度
の
高
い
語
○はじめは幸てきといひし州銅、俗の時は丹治といひしが、外り
渕引は上手なりし。
（二九七、下）
○父様りやうじ御たのまれ被成しが、州川判引下手と御覧有て、
私めしつれ供わかとう、実は長崎よりこのほど参りし外家なり
かうしやに候間、くるしからずば御やう子うか蟹わせ、御りや
うじ仰付らるべきやと仰上られしに、
（二九七、下）
三語彙の面に見られる問題点
○此御家中とら岩道斎といひ山州川判う大力の大男にて、しご
くげんき物成しが、長袖のこと故、（一一一四○、上）
「外料」は「雑兵物語」に見え、享保写本には「外科」となって
おり、誤記かとも考えていたが、此書には仮名書きで現われ、しか
も本職の医家育ちの著者の手になる文章であるだけに、この方が一
般的であったのかと改めて知ることができた。
○桑原の家ふうはあく迄割判引割河制にて、朝夕の膳の時も御
子たちはきらいの物有てもやはりぜんに付たるま上にてくは
す。他のさいももとめぬことなり。
（二八二、上）
○されど桑原御二万も共通割判引割矧刎ｄ人がらよく、工藤のぱ
上様たぐひなくさばけたる御人なりし故ことなくすみしな
り。
（二八二、下）
○この家にきてより不自由せしほどに、子共餘りぎやうぎたかに
そだつればのちあししとは被仰しが、やはり私共兄弟世間な
みよりはさることにうとし。
（一一八三・下）
「行儀高」であろうと思うが、接辞的な「たか」の用法が面白い。
意味は行儀作法よりは質素倹約のしつけといった意味に片寄ってい
るように思われる。
○お末の者に何の故もなくほうのはれし事有しを、それは
やりの引引川対とて聞にやりしに、
（一一一三二、上）
「うらかた」が占いの意に用いられた例は「日葡辞書」に、〃ウ
ラカタヲカソガエル〃とあり、占い者・陰陽師の意味の用例として
は狂言・「横座」に〃うらかたを頼み、算を置かせたれば〃の例が
見られる。さらに「方言辞典」によれば、「うらかた」を売卜者・
易者の意に用いるとして、南島宝島があげられている。
-115-
○なまなか名のりせんよりは一とおもひにと覚悟極めし今の
しだらそなたも武士の妻、娘にもいひきかせ得心させて潔よ
く命をすてよと云愁嘆、
（一一三○、下）
「しだら」に、始末・ていたらくの意での用例は「日葡辞書」に
〃
コ
ノ
ユ
ミ
ヤ
ノ
シ
ダ
ラ
、
〈
ジ
メ
カ
ラ
ヲ
ワ
リ
マ
デ
コ
レ
デ
ゴ
ザ
ッ
タ
〃
と
あ
る
。
○桑原ぢ上様御かくれ後、くらしかたもむつかしくなり、父様は
だんノーいきおひよかりし故、内せうのせわもかれ是被成し
を、一向さたなしにぼうはんをして、借金被成てもめたる享
有し・
（三○○、下）
「謀判」印鑑の偽造、又はにせ印の意で、浄瑠璃、曾根崎心中
に〃手形を書いて判をすゑ、おれをねだって銀とらうとは、ぽうは
んより大罪人〃の用例もある。
○さりながら主人を持し身故、いとまをもらはねば身はうごかし
がたしといふを聞おわらぬうち、かの大男まなこをかへして
わうどう物めとしかりし声、耳にひびきて、（三四六、上）
○ことばなども今時聞なれず、祠引到司引物といひしも中を作り
ごとにはいでし。
（三四六・下）
日東北という地域性を強くもつ語
○とら次郎幼年よりおもきおんをうけし人故はなれかね、其い
ん居につきて刺刑副刎ｑし、
（二九六、下）
○ましてょわ人～しき母様御洲御洲ｄのため御いとま戴度とお
もへたりし。
（三○一、下）
「かんがく」は「方言辞典」に介抱・看護の意で、岩手県、仙台
茨城県・千葉県・埼玉県などをあげ、手入れ、用意の意で、仙台、
米沢をあげている。古く歌舞伎にも用例がある。
○縫殿が家来に細工すぐれたる老有しが、おき笛をつくらせしが
、奇妙なる笛にて、是をふけば化物までもより来りしとぞ。
（一一一一一一八・上）
○文化三年の秋おきし上打に出しに、人気なき山をたづねんと心
ざせしに、道にておき笛をうしなひたり。（三四一一・下）
「方言辞典」に、狩猟の時に鳥獣を集めるため吹く笛として、仙台
をあげている。
○ぢ上様には矧引矧削劃劃かうしやにて有し・（二九○、下）
「方言辞典」に「そＩぞくとり」｜季奉公・下男の意として、宮城
県北部と記してあるものと関係がありそうである。
○右清兵衛も不事なる物故、〆が為に御とりたてとなりて、だん
ぼうに被仰付、夫婦つとめにいやましいきほひよかりし也。
（二八一・下）
「方言辞典」に「だんぽ－」役頭・家老の意として、仙台（達用抄）
をあげている。
○見なれぬ男の酒屋へいりてさけをおほくのみて、さらにあた
ひをつくのはずしていで行しを、むたひに酒代をほたれば、か
ならずわざわひに逢こと成し故、
（三四九・下）
「方言辞典」に「はたる」せびる・ねだる・催促する意として、仙
台（浜荻）。庄内（浜荻）・東北・埼玉県をあげている。
○餘り帰りおそき故ある人ゆきて見たれば、Ｎ川刈割の上にま
たがりて居しとぞ。
（三一一一六・下）
「方言辞典」に「へｌがさ」塀の意として、岩手・宮城・福島・備後
をあげている。
○いかにもぞくの気のつく様にへたと書てさし上しを、公儀
にて一々尤と思召、
（三○六、上）
－１１４
「方言辞典」に「へた」むやみ・やたらの意として、群馬・長野市
をあげている。
○元来せわする人も後家も金を持し旅人故、側詞劃仕ことにだ
まして金を引つもりなりしを、
（三四九、上）
○いん居といふはいせんぢ上夫婦にて、別家にすみて側剴引翁
を廻して、いん居料とせし故
（三五一、下）
「方言辞典」に「ほまち」内密の収入・余分のもうけの意として
北海道（松前方言老）・埼玉・伊豆をあげ、内密の貯え・へそくり
金の意として仙台（浜荻）・東北・栃木・千葉、長野をあげている。
ｐ
当
時
の
生
活
的
な
匂
い
の
強
い
珍
ら
し
い
語
○
ば
上
様
し
ご
く
の
当
世
人
に
て
、
は
な
人
～
し
く
、
賑
や
か
な
る
生
也
。
其比おきやうこつといふこと大ばやりにて、ぱ上様何にもかに
もおきやうこつノーと被仰しと也・
（二八六・上）
○
さ
て
先
刻
よ
り
お
ひ
や
の
御
む
し
ん
で
ご
ざ
り
ま
す
が
、
先
年
の
大
火
に
や
き
は
ら
ひ
ま
し
て
ご
ざ
り
ま
せ
ん
。
女
中
一
と
う
お
や
お
き
や
う
こ
つ。いや其きやうこつともにやきはらひました。（二八六・下）
○桂川の門前通のまがりかどへおひおどしが出る出ると、大評判
のこと右し。………さては今のは誠のおひおどしかと思ひしか
ば、
（二九七・上）
○
父
は
町
医
に
て
は
や
り
、
よ
ほ
ど
大
か
ぶ
な
も
の
成
し
が
、
十
斗
に
て
父
におくれ、とかくする内母も死、壱人身となり、十三の年ば
くちを打ならひ、家諸道具を打こんでかけおちせし人なり。
（三○一一一・下）
○
庖
瘡
や
み
の
か
さ
ぶ
た
を
喰
は
、
ま
さ
し
く
狐
の
わ
ざ
成
、
人
の
た
め
に
は病人の喰と見えて、実は狐のくふなりとぞ。是は人に付たる
狐のじき咄しなり。
（一一一一一三・下）
○其沈みし船に乗ざりしは、誠に命救ひしかはりに、我命たすか
り
し
な
り
と
て
、
殊
の
外
好
な
る
は
な
し
成
し
。
其
道
具
や
の
じ
き
咄
し
とぞ。
（一一一三一一一・上）
○
其
後
番
人
た
え
て
形
を
み
ず
と
ぞ
、
ふ
し
ぎ
の
こ
と
と
て
御
じ
き
は
な
し
にうか蟹ひしと父様被仰し。
（三一一一四・上）
○
か
い
た
い
の
師
に
付
て
と
が
人
の
ど
ら
を
か
つ
い
て
ふ
分
を
し
に
、
先生と同もん弟四五人づれにてす蟹が森に御出有しに、
（三五一一・上）
○人中にては弟子をとりあつかう様ににくて口被成し故、父様御
立
腹
被
成
し
こ
と
元
を
し
り
て
は
尤
の
事
な
り
。
（
三
○
○
・
下
）
○
医
師
は
松
の
木
へ
し
ば
り
付
ら
れ
て
、
ま
ぢ
ノ
ー
し
て
ゐ
る
と
、
雨
も
や
み
て
お
ぼ
ろ
に
月
も
出
た
り
、
（三一一一六、上）
○
煙
の
中
よ
り
や
う
ノ
ー
と
か
ら
く
た
す
け
し
諸
道
兵
家
ざ
い
、
家
内
の
人
のみる前にて見たをしやをよびてうり桃、金五拾両となしたる
は
む
ざ
ん
な
る
こ
と
な
り
し
。
（二九四・下）
○
け
む
り
の
中
よ
り
や
う
ノ
ー
と
か
ら
く
と
り
い
だ
せ
し
諸
道
具
、
家
ざ
い
漬物等にいたるまで、則河制ｕ判をよびて直ぶみさせ、家内の
もの上みる前にて、金五十両にうり佛ひしぞむざんなる。
（三四八ｂ上）
○
一
人
は
有
馬
の
家
中
と
や
ら
に
て
、
殊
の
外
わ
る
気
の
ま
わ
る
犬
ね
ち
客成し。
（三四四・上）
○
い
く
ら
と
も
な
く
大
小
の
へ
び
は
ひ
い
で
人
袖
に
入
、
ゑ
り
に
ま
と
ひ
わ
る
く
さ
き
事
た
へ
が
た
か
り
し
を
、
（
三
四
○
・
下
）
○
よ
し
原
に
か
な
や
の
内
直
衛
と
い
ふ
女
、
高
井
孫
兵
衛
と
て
わ
る
し
わ
く
り
く
つ
の
外
に
は
な
し
を
し
ら
ぬ
人
を
客
に
と
り
て
、
ふ
つ
ノ
ー
気にいらず、
（一一一四三・下）
－１１５－
紙
数
、
日
時
の
江
い
ま
上
に
、
き
わ
め
て
乱
雑
な
推
論
を
進
め
て
来
た
の
で
あるが、はじめにも述べた如く、「むかしばなし」という此書のも
つ言語位相を、どのように捉えるのが妥当なのかを考えるに当って
そ
の
著
者
の
生
い
立
ち
や
経
歴
を
併
せ
て
見
て
い
る
中
に
、
い
く
つ
か
の
疑
問
を抱いたのが発端であり、少しでも自ら抱いた疑問を問いつめて見
たかったのである。一つの文章・作品のもつ言語上の位相は、一般
的になかなか規定しがたいものである。文章・作品の内部を分折し
証拠を求めようとすれば、時代一般の、ジャンル共通の法則性を基
○
加
左
エ
門
は
ち
と
ひ
ん
し
や
ん
と
し
た
人
物
に
て
、
み
な
り
を
は
じ
め
萬
事
り
つ
は
好
、
き
れ
ロ
を
き
上
て
身
つ
ま
り
と
成
、
自
さ
っ
し
て
は
てたり。
（三四五・上）
○其仲間中を弟子にして学文にかムリ、真黒に成てはげみし程に
百日半年と云内に、とんだぴんぴんとした口がきれるやふにな
り、
（一一一二四・下）
以上、此書のもつ語彙の中から、教養度の高い語群・東北という
地域性の強い語群・生活的な匂いの強い珍奇な語群と仮りに名付け
て、それぞれ数個の用語例をあげてみた。第一の語群も、単に教養
と云うのみでは不分明であり、たとえば、医術、博突、歌道などと
小項目をたてＬ検討すべきであろう。第二の語群も、ここでは便宜
的に東北という地域に限ってみたが、それ以外の地域性をもっと考
え
ら
れ
る
も
の
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
こ
れ
も
よ
り
細
か
く
検
討
し
な
ければならない。第三の語群の生活的というのは、いわば、江戸に
おける生活を主舞台としており、地域性から言えば江戸語に入るも
のが多いかも知れない。また、一般に文献に見えないから、それは
日常生活的な語であると考えるのも早計であろう。
準に立てなければ論は進まない。文章・作品の著者ｑ読者の分析を
基礎におこうとすれば、当時の社会構造や生活の実態が明瞭になら
なければ証拠を失ってしまう。その意味で、此書は、著者の生い立
ち経歴が比較的明らかであり、記載された内容は、自らの過去の見
聞であり経験であり、読者は直接的には妹でありや上広まって、一
般的な随想の形になっているものである。著者の内部に包まれた部
分と作品に表記されたものとの一致という点では、虚構性や誇張や
意図的なスタイルは見られず、このことは言語の面から言うならば
著者の内部の言語体系と、此書に記された言語体系との間には比較
的
間
隙
の
少
い
も
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
比
書
に
見
られる言語上の矛盾と考えられるいくつかの問題点が、著者の内部
の言語体系において、どのように位置づいているのかを探ってみよ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ざ
上
や
か
な
此
の
論
に
お
い
て
、
結
論
ら
し
い
も
の
は導き出すことは出来ないが、今後、さまざまな作品に対して試み
を進めることによって、何らかの見通しを立てたいと念じている次
第
で
あ
る
（一九七三、七、一一）
註
本文中、用例の後に付した数字は、「日本庶民生活史料集
成」の頁数であり、上、下は、上、下段の意である。
（金沢大学助教授）
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